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一

一
、
は
じ
め
に

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
に
よ
る
浄
土
宗
の
開
宗
は
、
仏
教
の
転
換
で
あ
っ
た
と
称
さ
れ
る

（
１
）

。
法
然
は
、
源
信
に
導

か
れ
な
が
ら
浄
土
教
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
開
宗
に
あ
た
っ
て
は
唐
の
善
導
の
教
義
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。
で
は
、

源
信
以
降
の
叡
山
浄
土
教
の
展
開
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
法
然
の
開
宗
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
素
地
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

先
学
に
よ
る
と
源
信
以
後
、
法
然
に
い
た
る
叡
山
浄
土
教
の
展
開
は
未
だ
不
明
瞭
と
さ
れ
て
い
る
が

（
２
）

、
源
信
以
後
の
叡
山
浄
土
教
典
籍

の
特
徴
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
３
）

。 

『
往
生
要
集
』
系
―
唐
代
人
師
の
引
用

（
４
）

―
事
観
念
仏
の
強
調

『
観
心
略
要
集
』
系
―
天
台
祖
師
の
引
用
―
理
観
念
仏
の
強
調

筆
者
は
、
こ
う
し
た
未
解
明
の
叡
山
浄
土
教
の
展
開
に
関
心
が
あ
り
、
青
蓮
院
に
所
蔵
さ
れ
た
院
政
期
に
位
置
す
る
文
献
群
を
中
心
に

考
察
を
行
っ
て
き
た

（
５
）

。本
論
は
、十
一
世
紀
末
葉
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る『
浄
土
厳
飾
抄
』の
内
容
に
つ
い
て
、『
安

『
浄
土
厳
飾
抄
』
に
示
さ
れ
る
仏
身
仏
土
に
つ
い
て

―
― 『
安
養
抄
』
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て 

―
―
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養
抄
』と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
な
が
ら
、仏
身
仏
土
論
を
中
心
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。（
な
お
、後
述
す
る
が『
安
養
抄
』及
び『
浄

土
厳
飾
抄
』
は
、『
往
生
要
集
』
の
影
響
下
に
あ
る
書
物
で
あ
る
）

二
、
書
誌
及
び
先
行
研
究

『
浄
土
厳
飾
抄
』
は
、
佐
藤
哲
英
氏
著
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』（
百
華
苑
、
一
九
七
九
年
）
に
、
そ
の
影
印
と
書
き
下
し
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る

（
６
）

。
以
下
、
書
誌
情
報
の
要
点
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
青
蓮
院
に
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
頃
の
写
本
一
巻
が
存
在
す
る

（
７
）

。 

・
作
者
不
明
の
文
献
で
あ
る
。

・
本
書
は
、
縦
二
九
・
五
糎
、
横
二
五
糎
で
、
墨
付
は
八
八
紙
か
ら
な
り
、
原
装
の
ま
ま
の
渋
引
表
紙
の
つ
い
て
い
る
冊
子
本
で
あ
る
。

・
毎
葉
紙
背
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
故
紙
を
利
用
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

・
本
写
本
に
は
標
題
が
な
く
、
た
だ
冊
子
の
底
部
に
『
浄
土
厳
飾
抄
』
と
横
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
浄
土
厳

飾
抄
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
、『
厳
飾
抄
』
と
す
る
）

・
本
書
は
四
〇
論
題
を
掲
げ
て
い
る
が
、『
安
養
抄
』
の
八
六
論
題
の
前
半
部
分
と
完
全
に
一
致
す
る
。

・
し
た
が
っ
て
、『
安
養
抄
』
後
半
部
分
と
一
致
す
る
第
二
巻
が
存
在
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
存
否
は
明
ら
か
で
な
い
。

・
本
書
一
〇
丁
に
は
、
明
実
律
師

（
８
）

（
一
〇
二
七
―
一
〇
九
二
）
を
「
近
代
賢
哲
」
と
仰
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
一
一
世
紀

末
葉
か
一
二
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
る
。

・『
厳
飾
抄
』
は
『
安
養
抄
』
に
集
め
ら
れ
た
資
料
を
活
用
し
つ
つ
、
論
議
の
用
意
の
た
め
に
自
己
の
見
解
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。（
経

二
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論
釈
の
引
用
文
は
『
安
養
集
』『
安
養
抄
』
に
比
べ
る
と
短
文
が
多
い

（
９
）

） 

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
が
『
安
養
抄
』
の
論
題
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、『
安
養
集
』『
安
養
抄
』『
厳
飾
抄
』

の
三
部
は
、
一
一
世
紀
の
後
半
（
一
〇
七
〇
）
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
ま
で
に
相
次
い
で
述
作
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
安
養
集
』
は
『
往
生
要
集
』
の
綿
密
な
る
研
究
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
た
『
往
生
要
集
』
の
補
足
書
と
い
う
性
格
を
有
し
て
お
り
、

各
論
題
下
に
集
め
ら
れ
た
要
文
に
は
『
往
生
要
集
』
か
ら
の
引
文
は
全
く
無
い
も
の
の
内
容
を
踏
ま
え
て
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て

『
安
養
抄
』
及
び
『
厳
飾
抄
』
と
は
や
や
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
書
の
関
係
性
を
簡
潔
に
示
す
な
ら
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
『
安
養
集
』
…
…
…
宇
治
平
等
院
南
泉
房
に
お
い
て
『
往
生
要
集
』
の
読
み
合
わ
せ
時
に
、
そ
の
内
容
を
補
足
す
る
形
で
編
集
さ
れ
た

も
の
。

●
『
安
養
抄
』
…
…
…『
安
養
抄
』
と
同
様
の
編
集
意
図
を
も
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、
奈
良
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

●
『
浄
土
厳
飾
抄
』
…『
安
養
抄
』
を
素
材
と
し
て
進
め
ら
れ
た
論
議
書
で
あ
る
。

特
に
『
安
養
抄
』
と
『
厳
飾
抄
』
の
二
書
は
明
ら
か
に
関
係
の
深
い
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
天
台
系
の
人
師
が
著
し
た

文
献
で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
所
蔵
元
へ
と
至
る
過
程
や
二
書
の
具
体
的
な
関
係
性
、
ひ
い
て
は
思
想
内
容
の
解
明
等
、
未
だ
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
論
で
は
『
安
養
抄
』
と
『
厳
飾
抄
』
の
内
容
を
対
校
し
つ
つ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検

討
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

管
見
の
限
り
『
厳
飾
抄
』
を
主
題
と
す
る
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
西
村
冏
紹
氏｢

青
蓮
院
蔵
浄
土
厳
飾
抄
に
つ
い
て｣

（『
叡
山
学
報
』
二
四
、一
九
六
五
年
）

・
佐
藤
哲
英
氏
「
安
養
集
・
安
養
抄
・
浄
土
厳
飾
抄
」（『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

研
究
篇
』〔
百
華
苑
、
一
九
七
九
年
〕）

三
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・
八
木
昊
恵
氏
「『
安
養
抄
』
と
『
浄
土
厳
飾
抄
』」（
八
木
昊
恵
氏
著
『
恵
心
教
学
史
の
総
合
的
研
究
』〔
文
昌
堂
、
一
九
九
六
年
〕）

現
状
に
お
い
て
『
安
養
集
』
に
関
す
る
研
究
は
頗
る
多
い
が
、『
厳
飾
抄
』
に
関
す
る
研
究
は
圧
倒
的
に
少
な
く（

（1
（

当
時
の
浄
土
教
思
想

の
受
容
を
探
る
上
で
、
未
だ
検
討
の
余
地
を
有
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
以
上
、『
厳
飾
抄
』
は
『
安
養
抄
』
と
の
関
わ
り
の

上
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
文
献
で
あ
る
の
で
そ
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
思
想
解
明
を
試
み
た
い
。

三
、
内
容
の
検
討
―
仏
身
仏
土
論
に
つ
い
て
―

『
厳
飾
抄
』
に
お
け
る
仏
身
仏
土
論
は
、
主
に
「
一
、
安
養
浄
土
四
種
仏
土
中
何
耶

一
又
加
三

身
分
別
文

」
に
み
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
『
厳
飾
抄
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

安
養
浄
土
四
種
中
何
。
答
觀
経
疏
云
同
居
土
。
文 

淨
名
疏
同
之 

答
云
安
養
世
界
四
土
分
別
因
リ
ハ

非
説
一
難
測
カ
リ

一
。
何
以
得
知
コ
ト
ヲ

凡
聖
同
居
土
ナ
リ
ト

。
□
□
況
披
テ

経
論
ノ

説
ヲ

明
タ
ル
ニ

極
楽
ノ

相
ヲ

一
四
種
仏
土
ノ

中
ニ
ハ

実
報
土
ナ
リ
ト

見（
（1
（

タ
リ

。 

ま
ず
、阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
撰
者
は
、天
台
の
『
観
経
疏（

（1
（

』 

や
『
維
摩
経
略
疏（

（1
（

』 

に
基
づ
い
て
四
種
仏
土
中
の
「
凡

聖
同
居
土
」
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
祖
師
の
経
典
解
釈
に
基
づ
く
理
解
で
あ
り
、
そ
れ
が
天
台
宗
の
立
場
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
各
経
典
や
論
書
に
は
実
報
無
障
碍
土
と
み
ら
れ
る
説
示
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
台
宗
の
立
場
と

異
な
る
見
方
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
う
い
っ
た
解
釈
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
維
摩
経
略
疏
』
の
内
容
は
『
安
養
抄
』
に
も
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が（

（1
（

、
こ
れ
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
及

び
極
楽
浄
土
を
応
身
応
土
と
み
る
か
、
報
身
報
土
と
み
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
、
既

に
中
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、純
粋
浄
土
教
祖
師
は
一
貫
し
て
「
唯
報
非
化
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
る（

（1
（

。
で
は
『
厳
飾
抄
』

四
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で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
厳
飾
抄
』
は
、
阿
弥
陀
仏
及
び
浄
土
が
報
身
報
土
で
あ
る
根
拠
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。

所
以
往
生
論
ニ
ハ

觀
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
。
究
竟
如
虚
空
。
廣
大
无
邊
際
ト

宣
タ
リ

。
誠
知
界
外
微
細
ノ

土
同
円
无
際
国
ナ
リ
ト

□
。
又
ハ

一
心
専
念
作
願
生
彼
一
。
乃
至

得
入
蓮
花
蔵
世
界
海
一
。
文
誠
ニ

知
ヌ

一
論
終
始
。
指
テ

極
楽
ヲ

一
爲
セ
ル

他
受
用
身
土
ト

也
。
加
之
。
佛
地
論

ニ
説
ク
ニ
ハ

報
仏
ノ

土
ヲ

一
。
或
在
色
界
。
浄
居
天
上
。
或
西
方
等
。
處
所
不
定
ト

。
摂
大
乗
ニ

説
ニ
ハ

受
用
身
ノ

土
ヲ

。
即
是
西
方
極
楽
世
界

ト
云
ヘ
リ

。
楞
伽
経
ニ

龍
樹
ノ

位
ヒ

住
セ
ル

初
歡
喜
地
ニ

一
。
苦
願
楽
ヲ

一
故
ニ

求
タ
リ

生
コ
ト
ヲ

極
楽（

（1
（

ニ
一
。 

撰
者
は
世
親
の
『
往
生
論
』
に
示
さ
れ
る
「
勝
過
三
界
道
」
の
偈
を
引
用
し
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
に
摂
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と

か
ら
、
際
限
の
無
い
浄
土
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、『
往
生
論
』
に
示
さ
れ
る
五
念
門
の
行
果
で
あ
る
五
門
の
第
三
門
か
ら
一
文
を

引
き（

（1
（

、
一
心
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓮
華
蔵
世
界
海
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
根
拠
に
他
受
用
身

土
（
実
報
土
）
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（2
（

。
続
け
て
、
親
光
の
『
仏
地
経
論
』
の
浄
土
は
仏
の
真
如
が
遍
満
し
た
世
界
で
あ
る
か
ら
、
様
々
な

有
り
様
が
あ
り
一
定
で
な
い
こ
と
を
挙
げ
た
上
で（

（2
（

、
世
親
の
『
摂
大
乗
論
釈
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
受
用
身
の
土
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
挙
げ
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
、『
楞
伽
経
』に
は
龍
樹
菩
薩
が
初
地
に
住
し
て
安
楽
を
求
め
て
、実
報
土
で
あ
る
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ

た
こ
と
等
を
報
土
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
『
往
生
論
』
所
説
の
「
勝
過
三
界
道
の
文
」
は
、『
往
生

要
集
』
大
文
第
二
、五
妙
境
界
楽（

（2
（

に
み
ら
れ
る
が
、『
安
養
抄
』
で
は
両
文
と
も
に
収
録（

（2
（

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
撰
者
が
同
書
よ
り
引
用
し
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
蓮
華
蔵
世
界
海
に
入
る
」
と
い
う
一
文
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
蓮
華
蔵
世
界
（
実
報
土
）
と

不
二
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
撰
者
は
、
①
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
中
を
超
越
し
た
土
で
あ
る
こ
と
、
②
実
報

土
で
あ
る
蓮
華
蔵
世
界
海
と
浄
土
は
不
二
で
あ
る（

（2
（

と
い
う
二
点
を
も
っ
て
、
実
報
土
で
は
な
い
の
か
と
疑
門
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
け
て
『
厳
飾
抄
』
は
、
浄
土
が
三
界
中
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
を
立
て
て
い
る
。

若
夫
界
内
同
居
ノ

土
ヲ
ハ

法
身
ノ

碧
ノ

所
期
ナ
ラ
ム

乎
ヤ

。
此
ノ

外
□
□

存
カ

何
ナ
ル

文
理
ヲ

一
。
同
居
土
ナ
リ
ト

判
給
フ

乎
。
答
夫
此
如
人
事
者
ハ

委
セ
ル

極
楽
ノ

依
正
ヲ

一
見
ル
ニ

觀
経
等
ノ

説
ヲ

一
往
生
ニ

弁
ヘ

九
品
ヲ

一
修
因
ニ

勸
タ
ル

三
福
ヲ

一
皆
是
凡
夫
具
縛
之
輩
。
未
断
見
思
之
類
ヒ
タ
リ

。
上
品
上

五
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生
ハ

彼
土
ニ

生
已
テ

速
カ
ニ

悟
リ

無
生
忍
ヲ

一
乃
至
下
品
下
生
ハ

五
逆
謗
法
ノ

者
□
□
十
念
成
就
シ
テ

生
ト

彼
国
ニ

宣
タ
リ

。
若
夫
界
外
受
用
ノ

土
ナ

ラ
ハ

者
是
趣
悪
凡
夫
ノ

境
界
ナ
ラ
ム

乎
。
凡
ソ

国
土
ハ

定
メ

方
域
分
限
ヲ

衆
会
ハ

人
天
二
乗
雖
居
一
仏
ニ

有
補
處
、
法
ニ

有
正
像
末
、
此
等
儀
式

悉
ク

同
居
土
ト

云
事
分
明
ナ
ル
ヲ

乎
。
但
至
所
難
ニ

一
者
、
勝
過
三
界
道
之
文
者
、
勝
劣
三
界
ニ

一
故
也
。
大
論
ノ

中
ニ

指
シ
テ

安
養
ヲ

、
非
三

界
摂
ニ

一
云
イ
ウ
ル
ヲ

、
妙
楽
大
師
消
シ
テ

之
ヲ

一
非
ル
ナ
リ
ト

此
ノ

娑
婆
三
界
ニ

一
判
ヘ
ル

者
也
。
尺
□
六

廣
大
無
邊
際
ノ

言
ハ

何
必
シ
モ

預
ラ
ム

界
外
実
報
ノ

国
ニ

哉
。
嘆
同
居
広
博
之
相
ヲ

一
、
何
又
不
ラ
ム

云
ハ

無
邊
際
乎
。
彼
ノ

論
経
尺
ニ

云
十
方
世
界
ノ

諸
衆
生
、
往
生
コ
ト

極
楽
ニ

、
如
春
ノ

細
雨
ノ

、

故
云
ナ
リ

廣
大
無
邊
際（

（2
（

ト
文
取
意　　 

前
に
挙
げ
た
経
論
の
説
示
を
踏
ま
え
た
上
で
、
撰
者
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
同
居
で
あ
る
な
ら
ば
法
身
の
菩
薩
が
生
じ
た
い
と
願

う
こ
と
は
な
い
と
す
る
解
釈
を
示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
凡
聖
同
居
土
と
定
義
す
る
に
足
る
充
分
な
証
拠
と
な
る
文
章
や
道
理
が
あ
る

の
か
と
問
い
を
な
し
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、『
観
経
』
の
説
示（

（2
（

を
挙
げ
て
い
る
。
浄
土
へ
の
往
生
に
は
九
つ
の
有
様
が
あ
り
、
修

行
に
は
三
福
が
勧
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
衆
生
も
未
だ
煩
悩
を
断
じ
得
な
い
凡
夫
で
あ
る
が
、
機
根
が
優
れ
る
者
は
上
品
上
生
を
遂
げ
て

速
や
か
に
悟
り
が
得
ら
れ
、
最
下
の
下
品
下
生
は
五
逆
謗
法
の
者
で
あ
っ
て
も
、
十
念
を
成
就
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
浄
土
と
は
受
用
土
（
報
土
）
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
凡
夫
の
（
捉
え
ら
れ
る
）
境
界
に
あ
る
の
か
を
問
う
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
仏
国
土
と
は
、
教
化
対
象
が
予
め
定
ま
っ
て
お
り
、
同
居
土
は
人
天
や
二
乗
が
同
居
す
る
た
め
補
処
の
位
の
菩
薩
が
い

る
。
そ
し
て
正
像
末
の
三
時
は
、こ
の
土
が
凡
夫
と
聖
者
が
同
居
の
土
で
あ
る
こ
と
を
表
す
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
勝
過
三
界
道
の
文
」

は
、
浄
土
が
三
界
を
超
越
し
た
世
界
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
を
所
難
で
あ
る
と
判
じ
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、『
大
智
度
論
』

に
も
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
説
示
に
つ
い
て
は
、
湛
然
が
娑
婆
世
界
を
指
し
た
も
の

で
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
撰
者
は
そ
の
理
解
に
依
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
広
大
に
し

て
辺
際
が
無
い
と
い
う
言
葉
は
、
界
外
の
土
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
こ

と
は
、
春
の
細
雨
の
よ
う
で
あ
り
広
大
に
し
て
辺
際
が
無
い
と
す
る
理
解
が
正
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

続
け
て
『
厳
飾
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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七

無
量
壽
論
、
仏
地
論
等
ノ

文
ハ

從
ヘ
テ

証
者
ノ

見
、
報
仏
ノ

所
居
ヲ

云
ヘ
ル
カ

□
如
コ
ト
キ

云
カ

衆
生
起
行
已
有
千
殊
、
往
生
見
土
、
亦
有
万
別
ト

。

浄
土
論
文
也
随
テ

浅
深
ノ

機
ニ

見
土
ノ

優
劣
ヲ

一
□
。
況
得
入
蓮
花
蔵
世
界
之
文
。
何
是
実
報
土
ト

云
ナ
ラ
ム

乎
。
極
楽
世
界
能
化
所
化
皆
在
カ

池
水
中
蓮
花
ノ

上
ニ

之
故
□
。
或
西
方
等
之
言
、
何
忽
極
楽
世
界
ナ
リ
ト

得
意
一
乎
。
加
之
、
彼
経
論
ニ

所
明
報
身
ノ

仏
、
定
ル

誰
レ
カ

即
是
、

天
台
所
立
ノ

報
身
ナ
リ
ト

事
ヲ

。
但
シ

龍
樹
ノ

生
セ
ル

極
楽
ニ

一
者
ハ

爲
助
ム
カ

弥
陀
行
化
ヲ

、
地
上
ノ

碧
ノ

□
生
セ
ル

彼
土
也
。
所
難
文
繁
シ
ト
モ

尋
詮

ヲ
一
不
通
之
ヲ

一
。
答
者
文
理
亦
存
大
略
ヲ

一
依
煩
ニ

不
具
ニ

載
之
ヲ

一
耳（

（2
（

先
に
挙
げ
た
『
往
生
論
』
や
『
仏
地
経
論
』
等
の
文
は
、
悟
っ
た
者
の
視
点
で
浄
土
が
報
土
と
規
定
さ
れ
る
か
を
問
う
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
衆
生
の
機
根
が
種
々
あ
る
よ
う
に
土
の
見
え
方
も
一
定
で
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
の
機
根
に
よ
っ

て
仏
土
の
見
え
方
に
相
違
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
往
生
論
』
で
は
、
な
ぜ
蓮
華
蔵
世
界
（
実
報
土
）
と
規
定
す
る
か
を
問
う
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
能
化
・
所
化
全
て
の
者
が
池
水
中
の
蓮
華
の
上
に
住
す
る
故
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
西
方
を
極
楽
世
界
と
解
し
、
阿
弥
陀
仏
を
報
身
と
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
智
顗
が
定
義
し
て
い
る
報
身
と
言
え
る
の
か
を
問

う
て
い
る
。
た
だ
、
龍
樹
菩
薩
が
極
楽
に
生
じ
た
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
行
化
を
助
け
る
た
め
で
あ
り
、
十
地
の
菩
薩
が
浄
土
に
生
ず
る
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
所
難
の
文
に
つ
い
て
考
え
を
施
し
て
も
、
文
の
理
解
が
様
々
に
及
ぶ
の
で

会
通
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
し
て
い
る
。

続
け
て
『
厳
飾
抄
』
で
は
、
仏
土
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

重
難
云
今
此
ノ

所
答
、
未
免
カ
レ

疑
難
ヲ

、
所
以
ニ

仏
ヲ

名
タ
ル

無
量
壽
ト

一
。
其
壽
無
斉
限
一
聞
タ
リ

。
身
量
多
倶
胝
恒
沙
由
旬
ナ
ル

。
已
是

非
サ
ル

應
仏
之
儀
一
□
。
光
明
無
邊
ナ
リ

。
国
土
无
邊
ナ
リ

。
誠
ニ

知
色
像
无
邊
ナ
ル

他
受
用
身
ナ
リ
ト

云
事
ヲ

。
加
之
。
心
地
觀
等
ノ

経
ニ

具
ル
ハ

八
万
四
千
相
好
ヲ

一
豈
ニ

非
他
受
用
報
身
ニ

耶
。
依
之
、
止
觀
ノ

第
七
ニ
ハ

引
テ

弥
陀
ノ

八
万
四
千
相
好
ヲ

一
証
セ
リ

別
円
ノ

相
好
ヲ

一
思
フ
ニ

彼
尺

ノ
意
ヲ

一
弥
陀
ヲ

一
以
テ

爲
報
身
ト

一
□
。
若
尓
者
、
能
居
教
主
報
身
ナ
リ

。
所
居
ノ

国
土
、
豈
ニ

非
ス
ヤ

実
報
土
ニ

一
乎
。
但
至
令
ル
ニ

居
教
主
報

身
ナ
リ

所
居
ノ

国
土
、
豈
ニ

非
ス
ヤ

実
報
土
ニ

一
乎
。
但
至
令
ル
ニ

會
往
生
論
ヲ

一
者
、
摂
大
乗
ニ

明
セ
ル

花
王
世
界
ヲ

一
一
家
判
シ
テ

爲
シ
タ
マ
ヘ
リ

実
報

土
ト

一
。
彼
ノ

論
ニ

説
ル

其
土
ヲ

一
之
文
。
往
生
論
ニ

説
ケ
ル

極
楽
ヲ

之
言
ハ

、
二
論
相
比
フ
ル
ニ

、
旨
趣
一
致
也
。
所
謂
ユ
ル

、
勝
過
三
界
道
ト

云
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フ
ル
ハ

不
異
摂
大
乗
ノ

□
過
三
界
所
行
之
處
之
ノ

文
ニ

一
究
竟
如
虚
空
廣
大
無
邊
際
ト

宣
フ
ル
ハ

言
相
ヒ

同
シ

。
西
會
シ
テ

何
ソ

往
生
論
ヲ

一

矯
カ
タ
ケ
シ
ク

、

非
ス
ト

娑
婆
ノ

三
界
ニ

一
云
ハ
ム

乎
。
妙
楽
大
師
ノ

所
尺
ハ

雖
ヘ
ト
モ

学
者
ノ

指
南
ナ
リ
ト

一
今
ハ

疑
難
ス
ル

天
台
ノ

所
判
ヲ

一
之
目
ナ
リ

。
何
忽
ニ

許
彼
ノ

尺

ヲ
乎
。
但
シ

住
セ

證
者
ノ

見
ニ

一
者
、
娑
婆
亦
是
実
報
寂
光
ナ
リ

。
諸
土
互

タ
カ
ヒ
ニ

具
セ
リ

四
土
ヲ

一
。
恐
ク
ハ

迷
文
ニ

乱
土（

（3
（

ヲ
一
□
。 

仏
身
論
の
問
題
に
続
け
て
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
い
ま
だ
疑
難
が
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
ま

ず
①
「
阿
弥
陀
仏
は
無
量
寿
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
寿
命
に
は
際
限
が
無
い
」
こ
と
、
②
「
身
量
は
多
倶
胝
恒
沙
由
旬
に
も
及
ぶ
」
こ
と

を
あ
げ
、
こ
れ
ら
よ
り
応
身
と
い
う
理
解
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
③
「
仏
の
光
明
は
無
辺
」
で
あ
り
、
④
「
そ
の
仏
国

土
も
無
辺
」
で
あ
る
か
ら
、阿
弥
陀
仏
の
身
体
は
他
受
用
身
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
心
地
観
経
』
に
⑤
「
仏

が
八
万
四
千
の
相
好
を
具
足
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
も（

（3
（

、
他
受
用
身
と
理
解
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
智
顗
は
『
摩
訶
止
観
』
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
身
体
が
八
万
四
千
の
相
好
を
具
え
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
別
教
・
円
教
の
者
が
、
確

認
で
き
る
相
好
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
天
台
の
解
釈
に
基
づ
く
時
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
は
報
身
報
土
と
解
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
実
報
土
で
な
い
の
か
を
問
う
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
撰
者
は
前
に
挙
げ
た
『
往
生
論
』
の
「
勝
過
三
界
道
の
文
」
を
会
通
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
無
著
『
摂
大
乗
論
』

に
は
、
花
王
世
界
を
実
報
土
と
判
ず
る
理
解
に
准
じ
る
べ
き
と
し
て
お
り（

（3
（

、『
摂
大
乗
論
』
に
示
さ
れ
る
「
超
過
三
界
所
行
」
の
文
に
異

な
る
も
の
で
な
い
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
湛
然
の
説
示
は
仏
教
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
指
南
と
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
で
天
台
の
所
判
を
困
惑
さ
せ
る
も
の
と
述
べ
、
悟
っ
た
者
か
ら
見
れ
ば
娑
婆
も
実
報
無
障
碍
土
、
常
寂
光
土
で
あ
る

と
い
う
論
を
提
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
土
は
互
い
に
具
融
す
る
と
い
う
天
台
教
学
に
対
し
て
一
定
の
理
解
を
示
し
な

が
ら
も
、
経
論
の
説
示
と
天
台
教
学
の
整
合
性
に
悩
み
、
困
惑
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

は
じ
め
に
挙
げ
た
五
文
か
ら
続
く
「
浄
土
が
三
界
中
か
否
か
」
と
い
う
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
衆
生
の
機
根
に
従
っ
て
分

別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
四
土
即
一
と
捉
え
る
純
粋
な
天
台
教
学
に
基
づ
い
た
思

想
で
あ
る
と
同
時
に（

（3
（

、
撰
者
が
天
台
宗
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
浄
土
教
を
い
か
に
受
容
す
べ
き
か
に
つ
い
て
多
分
に
苦
心
さ
れ
た
様
子
が

八
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窺
え
る
の
で
あ
る
。

四
土
即
一
と
な
る
浄
土
で
あ
り
な
が
ら
も
応
身
・
応
土
と
見
做
す
天
台
教
学
に
つ
い
て
『
厳
飾
抄
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

次
ニ

應
身
・
應
土
之
事
、
文
理
極
成
シ
ヌ
レ
ハ

、
一
両
ノ

文
報
身
報
土
ト

云
ヘ
ル
ヲ
ハ

譲
ユ
ツ
ル
ナ
リ

証
者
ノ

所
見
ニ

一
。
以
四
土
互
ニ

具
ル
ヲ

一
、
妄
リ
ニ

不

可
爲
難
端

ハ
シ
ト

乎
。（
中
略
）
次
ニ

五
逆
謗
法
ノ

者モ
ノ

、
懺
悔
念
仏
シ
テ

、
得
ウ
ト

往
生
ヲ

一
者
ハ

設
雖
フ
ト
モ

懺
悔
ス
ト

界
内
ノ

罪
障
ヲ

一
是
可
ケ
ム

及
ヨ
フ

滅
ス
ル
ニ

四
往
五
往
煩
惑
ヲ

乎
。
次
ニ

龍
樹
ノ

願
セ
ル

往
生
ヲ

者
ハ

、
爲
勸
ム
カ

衆
會
ヲ

一
、
爲
助
ケ
ム
カ

行
化
ヲ

一
、
示
セ
ル

發
シ
テ

願
楽
ヲ

一
求
ム
ト

生
コ
ト

ヲ
彼
國
ニ

一
也
。
設
ヒ

求
ト
モ

二
地
已
去
ノ

所
感
ノ

土
ヲ

一
何
發
願
ヲ

一
求
生
ト
ヲ

一
乎
。
況
ヤ

天
親
碧
ハ

未
ト
モ

登
證
位
ニ

一
亦
同
ク

發
願
ヲ

一
求
タ
ル
ヲ

彼

土
ニ

一
乎
ヤ

。
但
具
ス
ル

八
万
四
千
ノ

相
好
仏
定
テ

是
報
身
如
来
乎
ヤ

。
他
受
用
身
ハ

音
聲
相
好
無
量
無
邊
ナ
リ

。
何
限
ラ
ム

若ソ
コ
ハ
ク
ノ于

相
好
ニ

一
乎
。

依
之
毗
婆
戸
佛
ハ

應
身
ナ
レ
ト
モ

、
具
八
万
四
千
相
好
ヲ

一
一
ノ々

相
好
ノ

中
ニ

、
无
數
ノ

金
光
ア
リ
ト

云
ヘ
リ

。
觀
仏
三
昧
経
文
也
又
同
経
云
同
人
ノ

相
故
ニ

説
卅
二
相
ト

一
。
勝
諸
天
ニ

一
故
説
八
十
随
好
ト

、
爲
諸
碧
ノ

一
説
八
万
四
千
相
好
ヲ

一
又
大
論
有
國
土
ニ
ハ

仏
爲
現
千
万
ノ

相
ヲ

或
無

量
阿
僧
祇
相
ア
リ

、
或
ハ

五
六
三
四
ナ
リ

。
随
天
竺
ノ

所
好
一
故
現
卅
二
相
八
十
随
好
ヲ

一
文
但
大
乗
同
性
経
ニ

浄
土
中
成
仏
悉
爲
報
身
ト

一

者
迦
才
浄
土
論
ニ

会
シ
テ

云
是
経
論
ニ

浄
土
ノ

中
ニ

成
仏
ル
ヲ

判
爲
報
身
ト

一
者
是
受
用
報
身
ナ
リ

。
非
実
ノ

報
身
ニ
ハ

文 

往
生
集
引
迦
才
会
尺
ヲ

云
ク

不
須
圖
度
報
之
与
化
也
已
上

此
尺
良
矣（

（3
（

云
々 

阿
弥
陀
仏
の
仏
身
及
び
浄
土
が
、
応
身
応
土
と
判
ぜ
ら
れ
る
こ
と
や
、
報
身
報
土
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に

証
者
の
見
方
（
機
根
）
に
従
っ
て
判
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
土
は
互
融
す
る
関
係
性
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方

に
帰
結
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
五
逆
謗
法
の
者
が
心
か
ら
懺
悔
し
、
念
仏
し
て
往
生
を
得
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

は
界
内
の
罪
障
を
滅
す
る
の
で
あ
り
、
十
住
以
前
の
境
地
の
罪
障
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
龍
樹
菩
薩
が
往
生
を

願
っ
た
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
衆
生
に
勧
め
、
行
化
を
助
け
る
た
め
に
示
し
た
姿
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
度
な
菩

薩
が
衆
生
の
た
め
に
あ
え
て
位
の
低
い
浄
土
を
願
い
求
め
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
親
菩
薩
は
未
証
位
に
し
て
浄
土
往
生
を
願

っ
て
い
る
が
こ
れ
は
、
八
万
四
千
の
相
好
を
具
す
る
報
身
仏
の
浄
土
を
願
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
他
受
用
身
は
、
音
声
や
相

好
は
無
量
で
あ
り
際
限
が
無
い
と
さ
れ
る
。
ど
う
し
て
、
応
身
仏
が
若
干
の
相
好
に
限
ら
れ
る
か
と
い
え
ば
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
観
仏
三
昧

九
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海
経
』
に
毗
婆
戸
仏
（
過
去
仏
）
は
応
身
で
あ
る
が
八
万
四
千
の
相
を
有
し
て
お
り
、
一
々
の
相
好
に
無
数
の
金
光
が
あ
る
こ
と
等
の
文

に
准
じ
て
知
る
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
『
観
仏
三
昧
経
』
に
は
、
仏
が
人
格
的
な
特
徴
を
有
し
な
が
ら
人
を
超
越
し
た
三
十
二
相

を
示
し
、
相
を
有
し
な
が
ら
諸
天
の
相
に
勝
れ
る
こ
と
か
ら
八
十
随
好
を
説
き
、
諸
仏
菩
薩
を
教
化
す
る
為
に
八
万
四
千
の
相
好
を
示
さ

れ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る（

（3
（

。
さ
ら
に
『
大
智
度
論
』
に
は
、仏
国
土
で
は
仏
が
千
万
の
相
、五
六
三
四
の
相
あ
る
い
は
無
量
の
相
を
現
じ
、

天
竺
で
の
解
釈
に
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
三
十
二
相
八
十
随
好
を
現
す
と
さ
れ
る
一
文
を
引
用
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
さ
ら
に
こ
こ
で
、
注
目
す
べ

き
は
『
大
乗
同
性
経
』
の
「
浄
土
に
お
け
る
成
仏
は
報
身
仏
で
あ
る
」
と
す
る
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
点
は
『
往

生
要
集
』に
お
け
る
道
綽
の
引
用
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
経
文
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
撰
者
は
、迦
才
の『
浄
土
論
』

に
お
い
て
示
さ
れ
る
浄
土
中
成
仏
は
受
用
事
身
で
あ
り
、
実
の
報
身
で
な
い
は
な
い
と
す
る
解
釈
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
既
に
『
往

生
要
集
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、報
（
報
身
）
と
化
（
応
身
）
の
二
身
を
分
け
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
理
解
を
示
し
て
い
る
。

撰
者
は
『
往
生
要
集
』
に
倣
っ
て
、迦
才
の
『
浄
土
論
』
を
挙
げ
つ
つ
も
最
終
的
に
は
源
信
の
解
釈
に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
信
は
、

た
し
か
に
報
身
論
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
阿
弥
陀
仏
は
三
身
即
一
身
で
あ
り
、
そ
の
仏
格
は
応
身
で
あ
る
と
い
う
天
台
的
立
場
を
崩
し
て

い
な
い（

（4
（

。
そ
の
上
で
、
報
身
・
応
身
に
つ
い
て
は
明
確
に
峻
別
す
る
こ
と
な
く
称
念
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
一
文
の
引
用
の
意
図
は
、
源
信
が
明
確
に
論
じ
得
な
か
っ
た
報
身
論
に
つ
い
て
撰
者
自
身
の
信
仰
か
ら
改
め
て
疑
義
を
唱
え
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。 

以
上
の
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
に
示
さ
れ
る
報
身
報
土
論
な
ど
を
中
心
に
挙
げ
て
そ
の
解
釈
に
関
心
を
示
し
つ
つ
も
、
会
通
に
あ
た
っ

て
は
智
顗
や
湛
然
と
い
っ
た
天
台
祖
師
の
解
釈
に
遡
っ
て
そ
の
問
題
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

続
け
て
、
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
に
つ
い
て
『
厳
飾
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

安
養
世
界
教
主
三
身
中
何
｛
私
云
此
□
ハ

文
集
加
上
四
土
分
別
之
□
也
／
随
又
上
問
答
中
顕
了
｝

答
天
台
妙
楽
解
尺
中
無
三
身
分
別
明
文
准
判
土
爲
同
居
是
應
身
□ 

補
正
記
云
彼
是
勝
應
之
身
文
文
句
第
九
判
量
無
量
四
句
之
中
云
実

有
量
而
言
無
量
弥
陀
是
也
。 

疑
云
何
以
得
知
應
身
云
事
乎
。
是
以
見
経
論
文
大
乗
同
性
経
云
々

｛
経
論
皆
／
如
上
之
｝
答
往
生
要
集
下

一
〇
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云
問
阿
弥
陀
仏
極
楽
浄
土
是
何
身
何
土
乎
。
答
天
台
云
是
應
身
仏
同
居
土
遠
法
師
云
是
應
身
應
土
等
也
。
或
問
云
四
教
々
主
中
是
何（

（4
（

。 

極
楽
浄
土
の
阿
弥
陀
仏
は
三
身
中
の
何
れ
の
身
に
該
当
す
る
の
か
と
問
い
を
立
て
て
い
る
。前
に
述
べ
た
よ
う
に
応
土
で
あ
る
な
ら
ば
、

仏
身
も
ま
た
応
身
と
な
る
。
ま
た
、
湛
然
が
三
身
分
別
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
も
、
同
居
土
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
そ
の
身
は
応
身
と
な
る
と
し
て
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
道
暹
の
『
法
華
経
文
句
輔
正
記（

（4
（

』
に
阿
弥
陀
仏
が
勝
応
身

で
あ
る
こ
と
や
、
天
台
『
法
華
文
句
』
に
は
有
量
に
し
て
無
量
の
身
を
阿
弥
陀
仏
と
す
る
解
釈
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
し

て
応
身
と
な
る
の
か
、
ま
た
『
大
乗
同
性
経
』
等
の
意
も
報
身
と
受
け
止
め
る
べ
き
か
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
撰
者

は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
一
〇
「
問
答
料
簡
門（

（4
（

」
に
示
さ
れ
る
天
台（

（4
（

と
慧
遠（

（4
（

の
説
示
を
も
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
及
び
仏
国
土
は
応
身
で
あ
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
撰
者
は
最
終
的
に
『
往
生
要
集
』
か
ら
天
台
や
慧
遠
の
理
解
を
援
用
し
、
応
身
応

土
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
『
大
乗
同
性
経
』
の
説
や
智
顗
・
慧
遠
の
解
釈
を
取
り
挙
げ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、『
往
生
要
集
』
に
登
場
す
る
道
綽
の
報
身
報
土
と
捉
え
る
解
釈
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
撰

者
が
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
書
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。

四
、『
安
養
抄
』
と
『
厳
飾
抄
』
に
お
け
る
道
綽
・
善
導
の
取
り
扱
い

管
見
の
限
り
『
安
養
抄
』
に
お
け
る
道
綽
・
善
導
の
引
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

［ 

道
綽 

］

『
安
楽
集
』
七
文
（『
往
生
要
集
』
の
引
用
内
引
用
一
文
を
含
む
）

［ 

善
導 

］

『
観
経
疏
』
玄
義
分　

六
文
（『
往
生
要
集
』
の
引
用
内
引
用
一
文
を
含
む
）

一
一
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『
観
経
疏
』
定
善
義　

一
文

『
観
経
疏
』
散
善
義　

二
文

こ
の
う
ち
、
仏
身
論
を
中
心
に
展
開
す
る
「
一
、
安
養
浄
土
四
種
仏
土
中
何
耶

一
又
加
三

身
分
別
文

」
に
は
、『
安
楽
集
』
四
文
、『
観
経
疏
』
玄
義
分

一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
仏
身
・
仏
土
に
関
わ
る
内
容
を
『
安
養
抄
』
の
撰
者
は
挙
げ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

道
綽
『
安
楽
集
』

（
Ａ
）
往
生
要
集
下
云
。
問
。
同
性
経
云
。
報
身
受
記
経
云
。
入
滅
二
経
相
違
諸
師
何
会
。
答
。
綽
禅
師
会
授
記
経
云
。
此
是
報
身
現
隠

没
相
非
滅
度
也
。
迦
才
会
同
性
経
云
。
此
釈
善
矣（

（4
（

如
上
迦

才
浄
土 

（
Ｂ
）
安
楽
集
上
云
。
問
曰
。
今
現
在
阿
弥
陀
仏
是
何
身
。
楽
極
国
是
何
土
。
答
曰
。
現
在
阿
弥
陀
仏
是
報
仏
。
極
楽
宝
荘
厳
国
是
報
浄
土
。

古
旧
相
伝
皆
云
。
阿
弥
陀
仏
是
化
身
。
土
亦
是
化
。
此
為
大
失
也
。
若
爾
者
。
穢
土
亦
化
身
所
居
。
浄
土
亦
化
身
所
居
者
。
未
審

如
来
報
身
更
依
何
土
也
。
今
依
大
乗
同
性
経
弁
定
報
化
浄
穢
者
。
経
云
。
浄
土
中
成
仏
者
悉
是
報
身
。
穢
土
中
成
仏
者
悉
是
化
身

乃
至
問
曰
。
如
来
報
身
常
住
。
云
何
観
音
授
記
経
云
。
阿
弥
陀
仏
入
涅
槃
後
。
観
音
菩
薩
次
補
仏
処
也
。
答
曰
。
此
是
報
身
。
示

現
隠
没
相
。
非
滅
度
也
。
彼
経
曰
。
阿
弥
陀
仏
入
涅
槃
後
。
復
有
深
厚
善
根
衆
生
。
還
見
如
来
如
故
。
即
其
証
也
文
問
曰
。
釈
迦

如
来
報
身
報
土
在
何
方
也
。
答
曰
。
涅
槃
経
云
。
西
方
去
此
四
十
二
恒
河
沙
仏
土
有
世
界
。
名
曰
無
勝
。
彼
土
所
有
荘
厳
亦
如
西

方
極
楽
世
界
等
無
有
異
。
我
於
彼
土
出
現
於
世
。
為
化
衆
生
故
来
在
此
娑
婆
国
土
。
非
但
我
出
此
土
。
一
切
如
来
亦
復
如
是
。
即

其
証
也
。
問
曰
。
鼓
音
経
云
阿
弥
陀
仏
有
父
母
。
若
有
父
母
。
明
知
非
是
報
仏
報
土
也
。
答
曰
。
但
聞
名
不
究
経
旨
致
有
此
疑
。

可
謂
錯
之
毫
毛
失
之
千
里（

（4
（

文 

善
導
『
観
経
疏
』
玄
義
分

（
Ｃ
）
観
経
玄
義
分
善
導
云
。
問
曰
。
弥
陀
浄
国
為
当
是
報
是
化
也
。
答
曰
。
是
報
非
化
。
云
何
得
知
。
如
大
乗
同
性
経
説
。
西
方
安
楽

一
二
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阿
弥
陀
仏
是
報
仏
報
土
。
又
無
量
寿
経
云
。
法
蔵
比
丘
在
世
饒
王
仏
所
行
菩
薩
道
時
。
発
四
十
八
願
。
一
願
言
。
若
我
得
仏
。
十

方
衆
生
称
我
名
号
願
生
我
国
下
至
十
念
。
若
不
生
者
不
取
正
覚
。
今
既
成
仏
。
即
是
酬
因
之
身
也
。
又
観
経
中
上
輩
三
人
臨
命
終

時
。皆
言
阿
弥
陀
仏
及
与
化
仏
来
迎
此
人
。然
報
身
兼
化
共
来
授
手
故
名
為
与
。以
此
文
証
故
知
是
報
。然
報
応
身
者
眼
目
之
異
名
。

前
翻
報
作
応
。
後
翻
応
作
報
。
凡
言
報
者
。
因
行
不
虚
定
招
來
果
。
以
果
応
因
故
名
為
報
○
問
曰
。
既
言
報
者
。
報
身
常
住
永
無

生
滅
。
何
故
觀
音
授
記
経
説
阿
彌
陀
仏
亦
有
入
涅
槃
時
。
此
之
一
義
若
為
通
釈
。
答
曰
。
入
不
入
義
者
。
唯
是
諸
仏
境
界
。
尚
非

三
乘
浅
智
所
關
。
豈
況
小
凡
輒
能
知
也
。
雖
然
必
欲
知
者
。
能
引
仏
経
以
為
明
証
。
何
者
。
如
大
品
経
涅
槃
非
化
品
中
説
云
。
仏

告
須
菩
提
。
於
汝
意
云
何
。
若
有
化
人
作
化
人
。
是
化
頗
有
実
事
不
空
者
不
。
須
菩
提
言
。
不
也
世
尊
。
仏
告
須
菩
提
。
色
即
是

化
。
受
想
行
識
即
是
化
。
乃
至
一
切
種
智
即
是
化
。
須
菩
提
白
仏
言
。
世
尊
。
若
世
間
法
是
化
。
出
世
間
法
亦
是
化（

（4
（

。 

こ
の
よ
う
に
『
安
養
抄
』
で
は
、
阿
弥
陀
仏
及
び
浄
土
を
報
身
報
土
と
す
る
純
粋
浄
土
教
祖
師
の
理
解
を
挙
げ
て
い
る
が
、
一
連
の
文

章
は
『
厳
飾
抄
』
に
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、（
Ｂ
）
の
内
容
は
『
往
生
要
集
』
に
も
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
『
厳

飾
抄
』
の
「
答
往
生
要
集
下
云
問
阿
弥
陀
仏
極
楽
浄
土
是
何
身
何
土
乎
。
答
天
台
云
是
応
身
仏
同
居
土
遠
法
師
云
是
応
身
応
土
」
以
下
に

続
く
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
撰
者
は
た
し
か
に
阿
弥
陀
仏
及
び
浄
土
を
報
身
報
土
と
見
做
す
祖
師
の
理
解
に
触
れ
な
が
ら
も
、
天

台
教
学
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
し
て
道
綽
の
理
解
を
割
愛
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
厳
飾
抄
』

で
展
開
さ
れ
る
仏
身
仏
土
論
を
説
明
す
る
中
で
も
、
善
導
の
解
釈
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。『
厳
飾
抄
』
が
『
安
養
抄
』
に
基
づ
く
書
物
と

さ
れ
る
中
で
、
こ
の
点
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

『
安
養
抄
』
か
ら
『
厳
飾
抄
』
と
い
う
展
開
の
上
か
ら
考
察
を
行
っ
た
結
果
『
厳
飾
抄
』
に
お
け
る
浄
土
及
び
阿
弥
陀
仏
の
定
義
は
、

一
三
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一
四

以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
凡
聖
同
居
土
で
あ
る
（
天
台
『
観
経
疏
』、
湛
然
『
維
摩
経
略
疏
』
に
基
づ
く
）

・
た
だ
し
、
浄
土
は
衆
生
の
機
根
（
証
者
の
見
）
に
よ
っ
て
見
え
方
が
異
な
る
。（
四
土
即
一
）

・
阿
弥
陀
仏
及
び
浄
土
を
報
身
・
報
土
と
見
做
す
理
解
に
関
心
を
寄
せ
つ
つ
も
、
天
台
祖
師
の
解
釈
に
帰
結
す
る
。（
純
粋
浄
土
教
祖

師
の
理
解
に
は
依
ら
な
い
）

『
厳
飾
抄
』
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
及
び
極
楽
浄
土
に
つ
い
て
、
①
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
三
界
中
を
超
越
し
た
土
で
あ
る
こ
と
、
②

実
報
土
で
あ
る
蓮
華
蔵
世
界
海
と
浄
土
は
不
二
で
あ
る
こ
と
、
③
阿
弥
陀
仏
は
無
量
寿
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
寿
命
に
は
際
限
が
無
い
こ

と
、
④
身
量
は
多
倶
胝
恒
沙
由
旬
に
も
及
ぶ
こ
と
、
⑤
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
無
辺
で
あ
る
こ
と
、
⑥
極
楽
浄
土
は
無
辺
で
あ
る
こ
と
、
⑦

仏
が
八
万
四
千
の
相
好
を
具
足
す
る
こ
と
等
を
あ
げ
て
、『
往
生
要
集
』
よ
り
も
報
身
（
受
用
身
）・
報
土
（
受
用
土
）
と
す
る
定
義
に
大

き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
安
養
抄
』
に
お
い
て
確
認
で
き
る
純
粋
浄
土
教
祖
師
の
定
義
は
一
切
取
り
挙
げ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、『
厳
飾
抄
』
の
撰
者
自
身
も
『
安
養
抄
』
と
同
様
に
自
身
が
信
仰
す
る
阿
弥
陀
仏
及
び
浄
土
に
つ
い
て
、「
ど
う
し
て

位
の
低
い
応
身
応
土
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
論
を
展
開
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
道
綽
・
善
導
と
い
う

純
粋
浄
土
教
祖
師
と
の
距
離
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、『
安
養
抄
』
の
後
と
な
る
『
厳
飾
抄
』
の
方
が
、
引
用
が
少
な
い
と
い
う
意
味
に

お
い
て
遠
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
院
政
期
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
も
天
台
宗
と
い
う
枠
内
に
あ
っ
て
の
浄
土
教

で
あ
り
、
教
義
的
に
宗
派
の
枠
内
か
ら
出
る
こ
と
に
は
、
躊
躇
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
安
養
抄
』
も
『
厳
飾
抄
』

も
共
に
阿
弥
陀
仏
及
び
極
楽
浄
土
を
報
身
報
土
と
定
義
を
す
る
論
を
依
用
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
法
然
が
、
阿
弥
陀
仏
及
び
極
楽
浄
土
を
報
身
報
土
と
定
義
す
る
善
導
浄
土
教
へ
帰
入
し
、
凡
入
報
土
論
を
展
開
し
た
こ
と

を
鑑
み
る
時
、『
安
養
抄
』
及
び
『
厳
飾
抄
』
の
内
容
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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一
五

註
（1）
香
月
乗
光
氏
は
、
法
然
に
よ
る
浄
土
宗
開
宗
の
背
景
に
は
内
的
契
機
と
外
的
契
機
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仏
教
の
転
換
を
論
じ
て

い
る
。（
香
月
乗
光
『
浄
土
宗
開
創
期
の
研
究
』
五
～
四
九
頁
参
照
）

（2）
佐
藤
哲
英
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
叡
山
浄
土
教
理
史
上
の
未
だ
不
明
瞭
な
部
分
と
し
て
源
信
以
前
と
源
信
以
後
の
思
想
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。（
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

研
究
編
』
二
一
八
頁
参
照
）

（3）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

研
究
篇
』
一
五
二
～
一
六
二
頁
参
照

（4）
佐
藤
氏
は
、『
魔
訶
止
観
』
に
腰
を
す
え
て
道
綽
・
善
導
・
懐
感
な
ど
の
唐
代
浄
土
教
の
人
師
の
念
仏
思
想
を
導
入
し
、
念
仏
往
生

の
実
践
法
を
統
括
し
た
の
が
『
往
生
要
集
』
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。（
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

研
究
篇
』

一
六
二
頁
参
照
）

（5）
拙
稿
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』

①
「『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
の
研
究
―
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
を
中
心
に
―
」（『
浄
土
学
』
第
五
十
五
輯
所
収
）

②
「『
諸
仏
菩
薩
釈
義
』
の
研
究
―
諸
仏
菩
薩
の
項
に
み
ら
れ
る
浄
土
教
に
関
す
る
説
示
に
つ
い
て
―
」（『
仏
教
論
叢
』
第
六
十
三

号
所
収
）

『
諸
仏
菩
薩
本
誓
要
文
集
』

③
「『
諸
仏
菩
薩
本
誓
要
文
集
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
説
示
―
五
逆
罪
の
衆
生
の
救
済
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
論
叢
』
第
六
五
号
所
収
）

④
「『
諸
仏
菩
薩
本
誓
願
要
文
集
』
の
研
究
―
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る
説
示
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
三
〇
号
所
収
）

（6）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
五
六
頁
～
五
二
五
頁

（7）
佐
藤
氏
は
、
紙
背
文
書
に

右
自
来
二
十
七
日
十
箇
日
間
忝
於
円
融
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一
六

為
山
上
安
穏
可
致
転
読
長
日
大
般

若
経
状
如
件

弘
安
二
年
十
月
二
十
六
日

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
写
本
が
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
て
い
る
。（
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教

の
研
究 
資
料
篇
』
三
五
六
頁
参
照
）

（8）
平
安
中
・
後
期
の
天
台
宗
の
僧
。
長
元
元
（
一
〇
二
八
）
～ 

寛
治
七
（
一
〇
九
三
）（
中
略
）
一
五
歳
の
時
比
叡
山
に
登
り
、
一
七

歳
で
剃
髪
受
戒
し
顕
密
二
教
を
学
ぶ
。
一
〇
七
七
年
法
勝
寺
供
僧
。
八
一
年
最
勝
講
講
師
。
翌
年
律
師
と
な
る
。
毎
日
文
殊
菩
薩
像

九
体
を
描
き
礼
拝
供
養
し
た
。
臨
終
に
際
し
て
は
文
殊
像
に
対
座
し
、
没
後
も
顔
容
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
伝
え
る
。
資
料
と
し
て

は
、『
拾
遺
往
生
伝
』
上
、『
水
左
記
』、『
僧
綱
補
任
』、『
本
朝
高
僧
伝
』
七
〇
等
が
あ
る
。（『
日
本
仏
教
人
名
事
典
』
七
三
九
頁
）

（9）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 
研
究
篇
』
二
五
三
頁

（10）
西
村
冏
紹
『
宇
治
大
納
言
源
隆
国
編 
安
養
集 

研
究
と
本
文
』
五
五
二
～
五
五
五
頁
参
照

（11）
管
見
の
限
り
、『
安
養
集
』
に
関
す
る
論
文
は
一
七
本
、『
安
養
抄
』
に
関
す
る
論
文
は
三
本
存
在
し
て
い
る
。

（12）
佐
藤
氏
は
、『
安
養
抄
』『
厳
飾
抄
』
の
一
々
の
論
題
を
対
照
し
て
い
る
。（
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
一
頁
）

（13）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
、『
正
蔵
』）
第
三
七
巻
、
一
八
八
頁
、
ｂ
段
、
一
五
～
二
二
行

（14）
『
正
蔵
』
第
三
八
巻
、
五
六
四
頁
、
ａ
段
、
二
八
～
ｂ
段
、
二
二
行

（15）
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
二
九
頁
、
ａ
段

（16）
高
橋
弘
次
氏
は
、
慧
遠
・
道
綽
・
善
導
の
仏
身
論
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
善
導
の
報
身
論
と
は
、
道
綽
の
思
想
を

受
け
継
ぎ
つ
つ
、
当
時
の
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
や
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
あ
る
い
は
、
嘉
祥
寺
吉
蔵

な
ど
の
浄
土
教
思
想
の
受
け
止
め
方
（
応
身
応
土
説
）
に
対
し
て
批
判
を
加
え
な
が
ら
独
自
の
立
場
を
形
成
さ
れ
た
と
整
理
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
当
時
の
碩
学
が
阿
弥
陀
仏
を
応
身
と
理
解
す
る
の
は
、「
①
阿
弥
陀
仏
に
は
命
終
が
あ
る
。
②
阿
弥
陀
仏
に
は
形
相
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一
七

が
あ
る
。
③
阿
弥
陀
仏
に
は
来
迎
が
あ
る
。」
為
で
あ
る
。
こ
う
し
た
説
に
対
し
て
、
道
綽
は
『
大
乗
同
性
経
』
や
『
観
音
授
記
経
』

等
の
説
示
を
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
報
身
・
報
土
で
あ
る
と
判
じ
て
お
り
、
こ
う
し
た
思
想
は
善
導
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

純
粋
浄
土
教
の
仏
身
論
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
、『
大
乗
同
性
経
』
の
有
す
る
価
値
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
高

橋
弘
次
『
改
版
増
補 

法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』
四
九
～
七
一
頁
参
照
）

（17）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
一
頁

（18）
『
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
二
三
〇
頁
、
ｃ
段
、
一
七
～
一
八
行

（19）
五
念
門
の
行
果
で
あ
る
五
門
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
近
門 

②
大
会
衆
門 
③
宅
門 

④
屋
門 

⑤
園
林
遊
戯
地
門
（『
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
二
三
三
頁
、
ａ
段
）

（20）
『
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
二
三
三
頁
、
ａ
段
、
一
四
～
一
五
行

（21）
『
正
蔵
』
第
二
六
巻
、
二
九
三
頁
、
ｃ
段
、
二
九
行
目
～
二
九
四
頁
、
ａ
段
、
一
行
目

（22）
『
正
蔵
』
第
三
一
巻
、
四
三
五
頁
、
ｃ
段
、
二
三
行
目
～
四
三
六
頁
、
ａ
段
、
一
九
行
目

（23）
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
四
三
頁
、
ａ
段
、
二
九
行
目

（24）
前
文
は
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
一
一
九
頁
ａ
段
。
後
文
は
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
一
二
五
頁
ａ
段
。

（25）
又
、
天
親
の
『
往
生
論
』
に
は
弥
陀
の
浄
土
を
以
て
蓮
華
花
世
界
と
な
し
、
元
暁
の
『
遊
心
安
楽
道
』
に
も
「
若
し
一
乗
に
依
ら
ば
、

極
楽
浄
土
は
是
れ
華
蔵
世
界
海
の
摂
に
属
す
」
と
云
い
、
良
忠
の
『
往
生
論
註
記
』
第
五
に
智
光
の
『
往
生
論
疏
』
を
引
き
「
蓮
華

蔵
世
界
と
言
う
は
無
量
寿
仏
の
所
居
の
住
處
な
り
」
と
云
い
、
又
空
海
の
『
秘
蔵
記
』
に
「
是
の
華
蔵
世
界
は
最
上
の
妙
楽
其
の
中

に
在
り
、
故
に
極
楽
と
曰
う
。
当
に
知
る
べ
し
、
極
楽
と
華
蔵
と
名
異
な
り
と
雖
も
異
処
に
非
ざ
る
こ
と
を
」
と
云
へ
り
。
又
覚
鑁

の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
は
、密
厳
浄
土
と
蓮
華
蔵
世
界
と
を
同
一
と
し
「
密
厳
と
華
蔵
は
一
心
の
蓮
台
な
り
」
と
云
う
。（
望

月
信
亨
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
五
〇
四
〇
～
五
〇
四
三
頁
参
照
）

（26）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
一
～
三
六
二
頁
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（27）
『
正
蔵
』
第
一
二
巻
、
三
四
四
頁
、
ｃ
段
～
三
四
六
頁
、
ａ
段

（28）
平
雅
行
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
源
為
憲
『
三
宝
絵
詞
』（
九
八
四
年
）
に
は
既
に
五
逆
罪
の
衆
生
の
念
仏
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
。

時
代
は
下
る
も
の
の
『
厳
飾
抄
』
も
同
様
な
救
済
が
示
さ
れ
て
い
る
。（
平
雅
行
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
二
四
三
頁
参
照
）

（29）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
二
～
三
六
三
頁

（30）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
二
～
三
六
三
頁

（31）
『
正
蔵
』
第
三
巻
、
二
九
九
頁
、
ｃ
段

（32）
『
正
蔵
』
第
四
六
巻
、
九
七
頁
、
ａ
～
ｂ
段

周
知
の
よ
う
に
、
天
台
宗
で
は
法
身
（
理
法
身
・
智
法
身
）、
報
身
（
自
受
用
身
・
他
受
用
身
）、
応
身
（
勝
応
身
・
劣
応
身
）
と
い

う
三
身
説
（
六
身
説
）
が
用
い
ら
れ
、仏
は
三
身
即
一
身
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、応
身
は
い
ま
だ
見
思
の
煩
悩
（
真

理
に
迷
う
煩
悩
と
事
柄
に
迷
う
煩
悩
）
を
断
ち
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
の
感
得
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
報
身
は
別
教
の
初
住
、

円
教
の
初
住
以
上
の
菩
薩
の
感
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
恵
谷
隆
戒
『
天
台
教
学
概
論
』
一
九
二
～
一
九
九
頁
参
照
）

（33）
『
正
蔵
』
第
三
一
巻
、
一
三
一
頁
、
ｃ
段

（34）
恵
谷
氏
は
、
四
土
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

悟
の
開
け
た
程
度
に
よ
っ
て
浄
土
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
学
生
と
、
中
学
生
と
、
高
校
生
と
、
大
学
生
と
で
は
、

知
識
の
程
度
が
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
学
生
の
世
界
観
は
、
自
己
の
知
識
の
程
度
だ
け
の
世
界
観
し
か
持
っ

て
い
な
い
が
如
く
、
煩
悩
を
除
い
て
悟
り
を
開
く
程
度
の
差
に
よ
っ
て
、
四
種
の
浄
土
が
区
別
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
、

小
学
生
の
見
る
世
界
も
、
乃
至
大
学
生
の
み
る
世
界
も
、
見
ら
れ
る
世
界
は
同
一
世
界
で
あ
る
か
ら
、
四
種
の
浄
土
が
あ
る
と
一
応

立
て
た
け
れ
ど
も
、
か
く
の
如
き
四
種
の
浄
土
が
別
々
に
存
在
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
浄
土
は
一
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、

み
る
人
の
知
識
の
差
に
よ
っ
て
、
一
応
四
種
に
分
類
し
た
ま
で
で
あ
る
。（
恵
谷
隆
戒
『
天
台
教
学
概
論
』
一
九
七
頁
）

（35）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 

資
料
篇
』
三
六
五
～
三
六
六
頁

一
八
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（36）
『
正
蔵
』
第
一
五
巻
、
六
九
三
頁
、
ａ
段

（37）
『
正
蔵
』
第
一
五
巻
、
六
八
七
頁
、
ｂ
段

（38）
『
正
蔵
』
第
二
五
巻
、
六
八
四
頁
、
ｂ
段

（39）
本
経
は
、「
弥
陀
報
身
説
」
を
掲
げ
て
お
り
、
道
綽
・
善
導
と
い
っ
た
純
粋
浄
土
教
祖
師
が
引
用
し
て
い
る
。（
望
月
信
亨
『
望
月
仏

教
大
辞
典
』
三
二
七
九
頁
参
照
）

（40）
源
信
は
『
往
生
要
集
』
第
十
問
答
料
簡
門
に
お
い
て
、
弥
陀
報
身
論
を
取
り
挙
げ
て
は
い
る
が
明
確
に
仏
身
を
規
定
し
て
い
な
い
こ

と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。（
章
輝
玉
・
石
田
瑞
磨
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

六
』
三
一
二
～
三
一
四
頁
参
照
）

（41）
『
往
生
要
集
』
で
は
主
に
道
綽
（『
大
乗
同
性
経
』『
観
音
授
記
経
』）
の
理
解
に
基
づ
い
て
弥
陀
報
身
論
の
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

『
厳
飾
抄
』
は
そ
れ
に
加
え
て
、
世
親
『
往
生
論
』、
親
光
『
仏
地
経
論
』、
世
親
『
摂
大
乗
論
釈
』、
菩
提
流
支
『
入
楞
伽
経
』
な
ど

の
説
示
に
基
づ
い
て
弥
陀
報
身
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（42）
佐
藤
哲
英
『
叡
山
浄
土
教
の
研
究 
資
料
篇
』
三
六
六
～
三
六
七
頁

（43）
本
書
は
題
号
「
法
華
天
台
文
句
補
正
記
巻
第
一
」
と
記
し
た
下
に
「
補
妙
楽
記
」
と
割
注
し
て
あ
る
よ
う
に
妙
楽
記
即
ち
『
法
華
文

句
記
』
を
主
と
し
処
々
に
『
法
華
経
』
の
文
及
び
天
台
の
『
文
句
』
の
中
の
文
と
を
摘
録
し
て
訓
詁
的
に
字
義
を
説
明
し
て
い
る
。（
中

略
）
本
書
の
解
釈
は
唐
代
の
天
台
を
忠
実
に
記
す
の
み
に
し
て
特
に
彼
の
発
明
し
た
新
説
は
な
い
が
、
字
句
の
説
明
に
於
い
て
は
頗

る
親
切
に
述
べ
て
あ
る
か
ら
、『
文
句
』
を
読
む
者
に
は
指
針
と
な
る
。（
小
野
玄
妙
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
一
〇
巻
、
五
二
頁
）

（44）
源
信
『
往
生
要
集
』（『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
七
九
頁
、
ａ
段
）

（45）
天
台
『
観
経
疏
』（『
正
蔵
』
第
三
七
巻
、
一
八
八
頁
、
ｂ
段
）

（46）
慧
遠
『
無
量
寿
経
義
疏
』（『
正
蔵
』
第
三
七
巻
、
九
二
頁
、
ａ
段
）

（47）
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
一
二
六
頁
、
ｂ
段

（48）
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
一
二
七
頁
、
ａ
～
ｂ
段

一
九
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（49）
『
正
蔵
』
第
八
四
巻
、
一
二
七
頁
、
ｂ
～
ｃ
段

二
〇




